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論文内容要旨
 筆者らはこれまで,マウスの転移モデルを絹いて,悪性腫瘍の転移形成に対するサイトカイン
 の影響について解析してきた。
 そしてこの過程で,綴胞性免疫を増強するサイトカインとして新しく発見された,インターロ
 イキン12(IL42)が,マウス悪性腫瘍の肝転移を非常に強く抑制すること,そしてその効果を
 担っている細胞が,肝臓にあるNK1、i+CD3/TCRαβ+丁細胞であることを墾らかにした。
 一方,口腔外科領域の悪性腫瘍の遠隔転移の頻度は肺において最も高く,そのことが予後を悪
 くしている。そこで筆者は,1L-12の肺転移への抑翻効果を,マウスの実験的肺転移モデルを
 用いて検討した。その結果,猛42は肺転移においても肝転移と同様に強い抑制効果を示すこ
 とが分かった。また,その際に働くエフェクター細胞は肝の場合と同様,NK三.1+CD3/TCRα
 β+丁細胞であることが明らかになった。
 また,胸腺の無いヌードマウスを用いた実験により,このNK1.1+CD3/TCRαβ+丁細胞は,
 通常の成熟丁細胞とは異なる細胞である可能性が示唆された。
 さらに筆者は,目腔領域の悪性腫瘍の中では扁平上皮癌が最も多いことより,マウス扁平上皮
 癌細胞を用いた,頭頸部腫瘍転移モデルでの抗腫瘍効果についても検討した。
 その結果,IL-12は皮下接種腫瘍の増殖および腕転移形成の双方に対して,著明な抑制効果
 を示した。
 このことより,興腔領域の扁平上皮癌を含めた悪性腫瘍の治療における,1L42の臨床応用
 の可能性が強く示唆された。
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審査結果要旨
 近年における
 頚部郭清術の
が,遠隔への転移を翻御することは,いまだ園難であ
 本論文は環腔
 て,サイトカ
 の防御に働く
 頚部腫瘍転移
 ものである。
 その結果,次のことを明らかにしている。
 1.各種マウス
 如が報告され
 が認められた。
 2.1L-12で刺
 する細胞傷害
 欠損ヌードマウスでも同様に認められた。
 3.抗体補体処
 いることが明らかになった。
 4.コントロー
 ないが,E42
 められた。ま
胞と言われているNK1.1+CD3/TCRαβ+丁細
 5.マウス由来
 び転移抑制効果が認められた。
 以上の結果
 でなく丁細胞
 瘍効果,抗転
 癌について,マ
 1レ12は皮下
 かにした。
 以上,これら
って,本論文は博士(歯学)の学位授与に値す
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